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ワンランク上の病院をめざして
私たちは、患者さんの意思を尊重し、高度で良質な医療を
提供することによって、地域社会に貢献します。
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眼科診療の現況
眼科医師：岩橋佳子、法貴哲、西尾彩

高齢化社会の到来で、眼科疾患もますます増加して

います。情報の90%以上は視覚から入ってくるとも

言われ、見えなくなるということは患者さんに大きな不安

と苦痛をもたらします。

　治療により少しでもその不安を取り除き、見える喜びを

実感していただけるようスタッフ一同誠意をもって対応し

ています。

超

:視力検査、視野検査をはじめ各種検査は視能

訓練士が行います。また弱視訓練など視機能

改善のための訓練、ロービジョンケアも４人の視能訓練士

がフル稼動で実施しています。造影検査の説明、外来処置

の介助、術後患者の点眼指導などは2名の外来看護師が

行っています。

　最近は加齢黄斑変性症の治療件数が増加してきました。

40才以上の有病率は約１％で、中途失明の原因第4位を占

める重要な疾患です。抗VEGF薬の硝子体注射を外来治療

で行っています。その他糖尿病、網膜静脈閉塞に伴う黄斑

浮腫のトリアムシノロン注射、眼底疾患、緑内障のレーザー

治療なども外来で実施しています。眼炎症（ぶどう膜炎）治

療も積極的に行っています。

外来

:手術目的の入院がほとんどです。年間900件

以上の手術の約9割が白内障手術で、症例に

より乱視矯正眼内レンズを採用しています。その他黄斑円

孔、黄斑上膜など各種網膜硝子体疾患、緑内障手術も積

極的に行っています。

　白内障手術はすべて入院で対応しています。病院はや

はり高齢者、全身疾患合併例が多く紹介されますので、時

に他科の協力を得て安全な手術を心がけています。昨年

術前センターが開設され、外来での手術申し込みから入

院までの流れがスムーズになりました。

入院

来診療では糖尿病、高血圧の合併症としての網膜

血管疾患を診ることが多く、また入院は高齢者が

ほとんどで全身合併症をお持ちの方が多いため、地域の

先生方には多大なお世話になっております。

　今後ともますます緊密な病診連携を心がけて参ります

のでどうぞよろしくお願い申し上げます。

外
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眼科診療



｛      ｝INTERVIEW
眼科診療について質問！

Ｑ 白内障手術は日帰りではできないのですか？

A 手術後の管理を含め1泊2日以上の入院で実施しています。

Ｑ 手術の後睡眠中に無意識に
目を触ってしまわないか心配なのですが・・

A 白内障の手術後しばらくは感染予防、外部

からの刺激や圧迫から目を保護するため、

外出時・就寝時には眼球保護帯を装着する

よう指導しています。

術後、医師の許可が出るまでは就寝時保護

帯をしていただくことになります。

●岩橋佳子（眼科部長） 
●法貴哲（眼科医長）
●米本有里（視能訓練士）
●土岐実里（視能訓練士）
●川本祥子（視能訓練士）
●滝裕美子（視能訓練士）
●水嶋雪子（外来看護師）
●原綾子（外来看護師）
●豊田恵（外来看護補助者）
●上前怜奈（外来看護補助者）

●西尾彩（眼科医長）
●松岡孝典（研修医）

最新情報 スタッフ紹介

AＱ

□ 光干渉断層計 （Optical Coherence Tomography ;OCT）
　光干渉断層計は近赤外線低干渉ビームを光源として、眼底

の様子を断層像として観察できる検査機器です。非接触・非侵

襲的に光学顕微鏡組織切片に類似した画像が得られ、各種網

膜硝子体疾患や緑内障などの診断や治療方針の決定、臨床経

過を追う上で役立っています。

回答者（外来看護師：原綾子）

●黄斑円孔 ●加齢黄斑変性症

●正常眼底；左の眼底写真の矢印の部位をスキャンした断層像が右に示される。



　大阪大学耳鼻咽喉科学教

室の協力を得て、毎週水曜日

午後に大阪大学医学部特任

教授荻野敏医師による、アレ

ルギー外来が始まりました。

　アレルギー疾患（気管支喘

息、アレルギー性鼻炎、花粉症、アトピー性皮膚炎など）に対し、抗

アレルギー薬（内服薬や点鼻薬）による治療が広く普及していま

す。しかし、症状が強く投薬でも改善しない場合があります。この場

合、アレルギー原因物質（ハウスダスト、スギなど）を少量ずつ注射

し、アレルギー症状を出にくくする特異的免疫療法（減感作療法）

があります。アレルギーでお悩みの患者さんがおられましたら、ぜ

ひ当院アレルギー外来へのご紹介をお願いします。

サマーコンサートを行いました

アレルギー外来が始まりました。

　6月15日（土）当院の大

会議室にて、第5回 地域

連携懇談会を開催致しま

した。

　今回は、内分泌内科・循

環器内科・耳鼻咽喉科・眼

科の各医師よりそれぞれの特色や取組みの実績などについてご

説明・ご報告をさせていただきました。

　当日は、あいにくの天候でしたが、地域より開業医の皆様計17

名にご参加いただき、活発な意見交換が交わされました。地域連

携にはお互いの理解と信頼関係が必要不可欠です。今後も、より

密な地域連携を推進していくため、引き続き開催予定です。次回

開催は来年1月18日（土）です。

第5回 地域連携懇談会を開催
（2013年4月から）

が ん 対 策

【どんな検査？】
血液中に含まれる約20種類のアミノ酸の濃度を測定・解析
し、そのバランスの変化から、がんの可能性を調べる検査
【特徴は？】
・採血量はわずか5ml
・早期がんに対する感度が高い
・がんの組織型に左右されない
【判定は？】
AICS値で3段階表示（右表参照）

（検査放射線部 : 真田浩一）

患者サービスの向上をめざして

に し び ょ う

低い

受診者数 1,500人 500人8,000人

がん患者様

健常者

がん患者

高いAICS 値

　入院患者さんやそのご家族の方への癒やしの時
間になればと、年に2回院内コンサートを行っていま
す。7月26日にサマーコンサートを行いました。
　雪岡看護師がリーダーとなり医師や看護師など院
内職員を中心に結成されたグループが、「サザエさ
ん」「男はつらいよ」などリズミカルに演奏しました。
「少年時代」では、参加された患者さんと大合唱。この

夏も“猛暑”、フルートやクラリネット、サックスなど
の音色を聞きながら、爽やかで涼しい感じを楽し
んでいただけたのではないかと思います。
　院内コンサートは、次回にもう一度12月に行い
ます。機会があれば、是非ご参加ください。
　　　　　　　　　　　      （看護部：足立育子）

アミノインデックス
がんリスクスクリーニング（AICS）

検査紹介

がんに罹りやすいがんに罹りにくい

ランク分類

AICS 値

胃がん

肺がん

大腸がん

前立腺がん

乳がん

ランクA

0.0～4.9

1/3,200【0.3倍】

1/2,963【0.3倍】

1/2,000【0.3倍】

1/2,222【0.5倍】

1/1,509【0.7倍】

ランクB

5.0～7.9

1/625【1.6倍】

1/536【1.9倍】

1/789【1.3倍】

1/469【2.1倍】

1/556【1.8倍】

ランクC

8.0～

1/98【10.2倍】

1/111【9.0倍】

1/122【8.2倍】

1/156【6.4倍】

1/250【4.0倍

【　】：一般の方ががんであるリスクを1とした場合の、がんであるリスクの倍率



医療技術 西 宮 病 院 の 「 今 」 が わ か る 。

　薬剤師は、術前センターで患者さんが持ってこられたおくすり手帳によ

り、服用薬のチェックを行っています。手術前に服用を中止すべき薬剤が含

まれていた場合には、処方医にＦＡＸで中止の可否及び中止日を確認さ

せていただいております。今後、術前センターでは眼科の白内障手術を対

象に加える予定です。

　受診の際にはおくすり手帳を持参していただくよう、患者さんにお伝え

いただけると幸いです。

　　                                                                                         （薬剤部 : 高村志保）

陽花（あじさい）の花が咲いています。三十年

近く前のことですが、紫陽花の咲く公園で、私

の幼い娘たちが、雨の中でカラフルな傘をさしながら、

賑やかに戯れていたのを思い出します。しめやかに降る

雨の雫をたたえて、色を変えていくさまは、より美しくな

ろうとする意思を表しているのでしょうか。それとも無常

ととらえるのでしょうか。

　確か、紫陽花は日本原産の植物で、中国を経てヨー

ロッパに広まったようです。シーボルトがこよなく紫陽花

を愛し、日本人妻のお滝さんにちなんでOtaksan（オタ

クサン）と名づけています。花言葉は「変わらぬ愛情」だ

そうです。

　家族や周囲の人々に変わらぬ愛情を注ぐには、やは

り健康の維持がなにより大切です。すでに高齢化社会

に入っているわが国では、がんになる人が増えていま

す。しかし、有難いことには、がんによる死亡率は減って

きています。これは、がんの早期発見、早期治療が奏効し

ているからです。がん検診を積極的にうけましょう。

そうは言っても、やはりがんにならない、がんを予防す

ることが最も望まれています。がんを予防する生活習慣

としては、まず喫煙をせず、飲酒は控えめにすることで

す。同時に過食を避け、野菜と果物を適量にとることが

薦められています。さらに日々適度な運動を行うように

しましょう。

　紫陽花は梅雨どきの風物詩で、憂いを含んだ華やか

さを感じさせてくれますが、一方では、移ろいやすさを

暗示しています。これから暑く寝苦しい季節に向かいま

すが、どうか皆様方におかれましては、くれぐれも体調

に留意されてなるべく日々健やかにお過ごしになり、さ

わやかな秋をお迎えくださいますように。

院長
河田 純男

四季雑感四季雑感

紫紫
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当院外来ロビーや各病棟には、地域の方々や入院患者さん、そのご
家族などからのご寄贈による200点以上にものぼる絵画が飾られ
ています。“にしびょう美術館”の貴重な“館蔵品”は、当院ホームペー
ジ内の「にしびょうWebミュージアム」でも常設展示していますが、
これらの作品の中から、毎回、ちょっと気になる1作品をとり上げて
ご紹介いたします。ご一緒に、絵の中の風景を旅してみませんか。

暑い日が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。
いつも「はまかぜ」をご覧頂き、ありがとうございます。
今後とも、地域の中核病院として日々努力してまいります。
今まで同様、皆様のご指導、ご協力のほど
よろしくお願い致します。
（地域医療連携センター看護師：川辺 美由紀）

　あなたは、この作品を見て、どのように感じられますか？
　私は、一人の若者が、美しく輝く満月の下、ラクダをいたわりながら、夜の砂漠を我が家に
向かってゆっくりと歩いているように見えます。
　何故、ラクダをいたわりながら歩いているのでしょう。
　たぶん、昼間の砂漠の強い陽射しの中、重い荷物を持たせたのでしょう。ラクダに乗って帰れ
ば、早く家に帰れるのに、足下の悪い砂の道を一緒に歩いて帰る。ゆっくりと・・・ゆっくりと・・・
ラクダを家族の一員と考え、いたわる優しさが感じられる作品だと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （総務部：足立 彰久）

編集後記
編集室

絵の中の
風景を 旅する vol.3  
h t tp : / /www.n i sh i ho sp . n i sh i nom iya . hyogo . j p /

展示場所

本館７階
公衆電話コーナーの壁面


